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セ ッション4　 討論

セ ッシ ョン4　 討 論

司会　 西 尾 哲 夫

コメン ト　川 口 幸也

コ メ ン ト

川ロ　池谷 さんの ご発表の冒頭で,サ ン ・アー トは1990年 代 に入ってか ら注 目を浴 び

て,わ ずか10年 ぐらいで,歴 史といえるほどの もので もないんだ というご発言があ り

ましたけれ ども,私 が思 うのに,こ れはサ ン ・アー トだけではな くて,ア フリカの現

在 のアー トというの は一般 に'90年 代 に入 ってか ら注 目を浴びた と言 って差 し支 えな

いと思い ます。

　その大 きな ターニ ング ・ポイ ントとい うのは,「 異文化へのまなざし」(図 録)で も

触れ ましたけれ ども,1989年 に フランス革命200周 年 でポ ンピ ドー ・セ ンターでおこな

われた 「大地 の魔術師展」 という展覧会だった と思い ます。

　 これは,世 界中か ら100人 の現存す るアーテ ィス トを選んで,そ の作 品を展示 したわ

けで,ア フリカか らは15人 が呼ばれたわけなんですが,そ の中の一人 として この ンデ

ベ レの アーテ ィス トが入っていた。いずれにせ よ,こ れ以後,そ の15人 を中核 として

アフリカのいわゆるアーテ ィス トと呼ばれる人たちが世界的に注 目を集 めていった と

いうのは,ま ず間違い ない ことだと思い ます。

　 ンデベ レのアー トについて言います と,日 本の国内で展示 され ましたの は今か ら約

10年 ぐらい前,'90年 代 に入 ってか らだと思い ます。東京の コムデギ ャルソ ンの本社

の壁 に,南 アか らアーティス トを呼 びまして,実 際に制作 されて展示 されたの を記憶

してお ります。それか ら,最 近 です と,'98年 に池袋の東武美術館で 「ア フリカ ・ア

フリカ」展 とい うのがお こなわれま して,こ れはアフリカの現代美術 ばっか りを集め

た展 覧会で した。その中でやは りンデベ レの作 品が壁絵 とレて美術館 の壁 を彩 ってお

りました。その間には,'95年 に,リ トルワー ル ドであ ったわけです。 日本における

ンデベ レの紹介 とい うのは,ざ っ とこんなところではなかったか と思い ます。

　 お二人のご発表だけではないんですが,こ の シンポ全体に該 当す ることだ と思 うん

ですけれ ども,ま ず大前提 と して,ア ー トとい う概念,ア ー トとい う言葉 を無批判に
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非西洋の文化現象に用 いる,適 用するこ との是非 というのは,や は り一度 ラデ ィカル

に問われなければいけないんではないのかな と考えてお ります。

　 それか らもうひ とつ,や は りアー トとして,紛 れ もな く国際マーケ ットで流通 して

いるわけですね。その国際マーケ ッ トの現場で,ア ー トと称 されるものが どういった

役割 を担 っているのか。あ るいは,ど ういった役割 を担わ されているのか とい うこと

も,ひ とつ大 きな問題 としてあるんだろうと思 います。

　 池谷 さんはペイ ンター発見の物語 を4例 ぐらい述べ られていて,こ こには発 見の物

語 に共通する課題 の仕掛け とい うのが巧妙に仕組 まれている と思 うんですね。 たとえ

ば専 門教育を受 けたことがない。 もうひ とつは,あ る日突然自発的 に,も しくは偶然

に,黒 人たちが絵 を描 き始めた。 こういった語 り口には,実 は表立 っては出てきませ

んけれ ども,わ れわれの深層意識でプ リミテ ィブとかサベージとか ダー クとか ロマ ン

テ ィックとかいうような言葉 とどこかで響 き合 って るんだろうと思い ます。

　 それか ら,池 谷さんのご発表 の中でNGOと い うものが 出てきま した けれ ども,こ

のNGOと い うのはそ もそも何者 なのか。後で また,そ のバ ックグラウン ドを教えて

いただければ,た いへ んあ りがたい と思 います。

　 また,ア ー トは民族文化の何 を表象 しているのか という問いがな されてい ましたけ

れ ども,や は りこの問い とい うのは,回 答不可能だ と私は思 うんですね。 とい うのは,

誰 が,ア ー トに,民 族文化の何 を,表 象 させ ようとしているのか と問うべ きだろ うと

思 うんです。 こうい う問い じゃない と,や は り表象にまつわる政 治性 とい うものが不

問に付 されて しまってぼか されて しまうとい う危険性 とい うのがあるのではないのか

な,と 考 えてお ります。

　 それか ら,展 示 の戦略 として,ア ー トを展示することは,サ ン文化の同時代を提示

す ることである というふ うにおっ しゃってお られ ましたけれ ども,私 がち ょっ と感 じ

ま したの は,「 アー ト」というものが何 か しら進歩的な もので,こ れ を所有 しているこ

とが近代性 とか現代性 とか今 日性 の証 になる というような,わ りと無条件な前提 とい

うか,思 い込みがあ るのではないのか なとい う気 はす るんですね。

　 また,グ ローバ ル化 とい う世 界の中でサ ン人の主体的対応 を伝 えるとい うことも池

谷 さんが触れ られてお りましたけれ ども,ア ー トに しろ,音 楽 に しろ,ダ ンスにしろ,言

わば観光のアイテムになっていて,要 は観光の現場で買 う側 と買われる側,見 る側 と

見 られ る側の双方の欲望が巧妙 に交錯 していることではないのかな とい う気がす るわ

けです。

　あ と,展 示 とい う表象の様式 にまつわる権力性,政 治性 とい うことを省みる時,展
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示する側 とされ る側 の共 同作業が不可 欠であ るとい うことを池谷 さんはおっ しゃって

お られた。 これ は自省を込めて とい うことでおっ しゃってお られ ましたけれ ども,私

もまった く同意いた します。

　私 自身の自省 も込めて言 えば,け れ ども,で は どうや ってその レシプロシテ ィとい

うんで しょうか,コ ラボ レー シ ョンのシステム をいか に具体化するのか,あ るいは制

度的に裏書 きす るのか ということがやは り問われなければいけないんだろうと思 うん

ですね。 というのは,展 示 を通 して,わ れ われは こうや って展示 しているけれ ども,

われわれの展示 もまた展示 の権力性 を免 れてはいないんだよと自己言及す るだけでは,

結 局やは り一種の 自己欺隔 に陥 って しまう危険性 とい うのが常にあると思 うんです。

　 もうお一人の亀井 さんの発表 について,コ メン トさせ ていただ きます。

　 1950年 代 に誕生 した とい うこと,ま た水性塗料,そ してアクリルのことだ と思 いま

すが,し か もカラフル,幾 何学的,今4つ 言葉 を挙げ ましたけれ ども,少 なくともこ

の4つ の言葉 だけを聞いていると,た とえば戦後のアメ リカの抽象絵画の展開の流れ

でも,こ うい う言葉 とい うのは しょっち ゅう出て くるわけですね。実際私 などは,こ

れを見た時に,抽 象表現主義 といわれるジャクソン ・ポロ ックとか,昨 日はバーネ ッ

ト・ニ ューマ ンの話が大村 さんか ら出 されていましたが,あ あい う流 れに位置づけよ

うと思 えば不可能で はない と考 えるわけです ね。

　 もうちょっ と突 っ込んで言 います と,非 幾何学的抽 象 と幾何学的抽 象とい う分け方

も戦後のア メリカの現代美術,特 に絵画をめ ぐってはな され るわけで,仮 にこの分類

を用いるとすれば,ン デベ レの壁絵 とい うのは,明 らかに幾何学的抽 象と位置づける

こ ともで きる と思 うんですね。 したがって,仮 にアー トなるものが普遍的 な価値であ

って,ア ー ト ・ヒス トリー とい うものがそれを体系化 した ものである とす るならば,

ンデベ レの壁絵 というのは,む しろこの世界的な幾何学 的抽象の流れの中で論 じるべ

きだ と思 うんですね。

　 に もかかわ らず,こ れ までいかなる評論家 も,い かなるアー ト ・ヒス トリアンも,

言 いかえるとモ ダニズムの総体 と言 っていい と思 うんです けれ ども,そ うした位置づ

け というのは まった くして こないで,も っぱ らこれ を 「ンデベ レ」 として囲い込んで

きたわけですね。ここに限定形容詞の問題 というのが出て くると思 うんですね。言い

かえる と,こ こにアー ト・ヒス トリー とか,あ るいはモ ダニズム,そ ういう語 りの様

式の政治性 とい うんで しょうか,そ うい った ものを明確 に指摘す ることがで きると私

は思っています。

　 ちなみに,中 牧先生 が,こ の展覧会の主たる関心 とい うのはグローバ リゼー シ ョン
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とい う変化 と,一 方における民族 ごとの差異化が同時進行 している,そ の ことに焦点

を当てたいんだ とい うこ とをおっ しゃってお られ ましたが,そ れは非常 に私 も同感で

す。この同時進行 とい う現象 をアー トに限って違 う視点か らち ょっ と見てみる と,次

の ようにも言 うことがで きると思 うんですね。

　 それは,一 方で普遍 的であ ると称す るアー トという言葉で囲い込 んでお きなが ら,

他 方では ンデベ レであるとか,エ スニ ックである とか,ジ ャパニーズとかアフ リカン

とか何 でもいいんですが,そ うい う限定形容詞を用 いて限定す る,も しくは差異化す

る。 ここで もやは り普遍化 と差異化が 同時進行 している。

　 ただ,同 時進行 というのは この場合 はちょっ と語弊がある と思 います。これは言い

かえると,同 一性 と差異 とい うものが巧みに使 い分 けられているとい うこ とだと思 う

んです。一方ではアー トと言ってお きなが ら,他 方では ンデベ レだ と言 う。 同一性 と

差異 を使い分ける というのは,支 配の鉄則だ と思 うんですね。小学校の先生が生徒に

向か って,「 皆 さんは人間 として同 じ価値 をもってい る」と言ってお きなが ら,学 期の

終 わ りにはちゃんと5か ら1ま で評価 を使い分けてい るというの とまった く同 じシス

テムだ と思 うんです。

　 ンデベ レのアー トに関 して もうひとつ私が気 になってお りますのは,今 日亀井 さん

のほうか ら個別的 なアーテ ィス トの名前 というのは挙げ られてはお りませ んで したけ

れ ども,'90年 ご ろに東京 のコムデギャルソ ンの壁 を彩 った人はエ スター ・マ シャン

グだ った と思 います。少な くとも私の知る限 り,何 人かいるンデベ レ ・アーテ ィス ト

で もっとも世界的に名前が知 られているのは,今,名 前が出て きましたエス ター ・マ

シャングとフランシー ・ンデ ィマ ンデのお二人なんですね。 この二人というのは,実

は 「大地 の魔術師展」に招待 されてる人たちなんです。 この二人が果 してほかの人た

ちに比べ て傑出 しているのか どうか とい うのは,私 は知 りません。

　去年,「 アフリカ ・アフ リカ」展 とい う池袋でおこなわわれた展覧会,あ れは企画者

本人が 「大地の魔術師展」で採 り上げ られたアフリカのアーテ ィス トのその後の展 開

を中心 に見る,と い うふうにお っしゃってお られ ましたが,や は りそこに出て きたの

は,エ ス ター ・マ シャングで した。

　 ンデベ レのアーテ ィス トなんていっぱいほか にもいるんだろ うか ら,ほ かの人でち

ょっ と変 わった人 も連れてきて,そ の人に描いて もらって もいいん じゃないか という

ことを申 し上げた ところ,「 いや,そ れ じゃだめなんだ」と。要す るに,こ れは美術の

展 覧会 として,ア ー トと して扱 うんだから,オ ーセ ンティックでオリジナルな もので

な きゃだめなんだ と。 それ はすなわち,エ スター ・マ シャングでなければだめなんだ
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とい うことなんですね。

　 したがって,そ こにはガーナの カネ ・クエ イの棺桶 も展示 されていたんですが,「 民

博 にあるか ら,そ こで借 りればいい じゃないか」と言 った ら,「 あれ もだめ なんだ」と。

なぜか と言った ら,あ れはカネ ・クエ イ本人ではない,カ ネ ・クエイはもう亡 くなっ

てしまっていて,そ の息子 たちの制作 に よるもんだか らオーセ ンテ ィックで オリジナ

ルではない と,そ うい う考 え方 なんですね。

　私,そ れを聞いて まして,奇 妙な構 図 というのを指摘で きる と思 ったんです。つ ま

り,パ リにあるポンピ ドー ・セ ンター という権威が アフ リカのアー トならびにアーテ

ィス トを 「それである」 と認定 した事実が はっ きり見て取れるわけですね。現 に,少

な くとも日本 においては,お そ ら く世界的にも,ポ ンピ ドー ・セ ンター を含むい くつ

かの,た とえばニ ュー ヨークの近代美術館 とか メジャー なインステ ィテユー ションと

か をは じめとす る,メ ジャーの美術館が,ア フリカとか非 ヨーロ ッパ地域のアー トと

かアーテ ィス トとか称 され るもの,人 びとについて,オ ーセ ンテ ィックである とか,

オ リジナルであ るとか ということをア ンダー ライ トす る,あ るいはギ ャランテ ィーす

るとい う権威 とか権力 を もって しまっているという構造があるわけですね,,

NGOに つ い て

池谷　 NGOに つ いて,少 し追加 します。

　 この地域 は,イ ギ リス植民地であったんです けど,も ともとオランダ系 の移民のボ

ーア といわれ る人たちがいた地域 ということもあって
,オ ラ ンダのキ リス ト教関係の

団体の資金でNGOが つ くられています。実際は別に絵 を描かせ るとい うことが 目的

じゃな くて,サ ンが貧困でかわいそうだか ら,な ん とか助 けてあげ ようということで,

就 業の機 会をつ くろうと。それで,木 彫 りをさせた り,ダ チ ョウの卵 の殻で ビーズ細

一1二を
つ くらせた り,い ろいろやったわけです。

　 その結果,結 局 ヒッ ト作品 というのがいわゆる絵画だけだった。ほかはもちろん ク

ラフ トとして流通 して ますけ ども,世 界市場 には行けなかった。です か ら,あ くまで

も地域住民のための経済振興 ということが大 きな目的です。

西尾　それでは,ア ー トとは何 かとか,非 常 に大 きなテーマ にかかわることもおっ し

ゃったんですが,ご 議論あ りませ んか。

後小路　池谷 さんのスライ ドを見ていて,絵 画の ワー クシ ョップ というか,学 校の教

室のようなところに集 まっていたその背 後に,わ りと、ヒ派 な大 きな絵がかけてあった
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(池谷報告 　写真6参 照)。 それが今回展示 されている絵 と図像が非常 によ く似 た絵

だったので,ひ ょっ として何か手本 となる絵があってみん なで描 いた りする ものなの

かな と思 ったんですが。

池谷　あの絵 は,あ そこの生徒 といいますか,ア ーテ ィス トの方が描かれた絵 で,あ

の ワー クシ ョップの会場 の中で展示 してあ るものです。

吉田　動物像 とい うのはモセス さんだけが描いているというわけではないんですね。

要するに,バ ンツーの人たちが動物を描 いている。他 の人た ちも抽 象的 なものは描か

ない とい うようなことはないんですか。

池谷　はっ きりわか りませ ん。ただ,モ セスさんの飛 び出る絵は非常 にはっきりとし

た図柄の動物像で して,か な り具体的な形 で描かれていると思 うんです。ただ,タ マ

エ さんが描 かれる像は,絵 の 中の構図を分断 して非常に抽 象的な形で動物 を描いてい

ます。

吉田　 いろんなご発表 をお聞き してる と,た とえば,ガ ーナの カネ ・クエ イの現代 的

な棺桶の発生 も1950年 代 です よね。いろんなものが'50年 代 には じまっているとい う,

その背景 とい うのはどうなんですか。

亀井 　アパル トヘ イ ト下で ンデベ レの人たちをどこか よそに移 したい。移 したいんだ

けれ ども,彼 らは自分たちの家 に壁絵を もってた りする。 白人の土地のオーナーは動

か したい。それを見かねた白人が,「 ここに土地 をあげるか ら」と,ン デベ レとは まっ

た く関係のない土地 に場所 を与 えて,家 をつ くる材料 も与えて,さ らに壁絵の材料 と

して与えたのが顔料で はな くて水性ペ ンキだったとい うところが,今 詰 めたい ところ

です。 プレ トリア大学のある教授 だといわれているんです けどね。その人が持ってい

ったペ ンキのバケツ,そ れがは じま りじゃないか と。それが親族 を通 じて遠 く離れた

別な ところに も広が っていった ということです。

展示 をする側 とされる側の交流

岸上 　これ は 一一般の議論か もしれ ませんが,共 同展示,展 示す る側 とされる側が 一緒

に展示 をお こなうんだ という問題について一 言いってお きたいと思い ます。 たとえば

多 くのアーテ ィス トがいて複雑な社 会であればあるほど,そ の全体 を代表 させ るとい

うのは非常 に難 しいこ とです。 日本では共同展示 というのは民博ですでにや っている

んです。 「ア イヌモ シリ展」 というの は,ア イヌのアーテ ィス トを何 人か呼んで きて,

民 博の教官が一一緒になってつ くった展示で した。 この時 も何が問題 になったか と言 う
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と,政 治力 なんです。

　 アイヌの中のアーテ ィス トの何 人かが 「これ を展示 してほ しい」「地域性が出 る」と

い うこ とで,多 様 なアイヌ側の主張が展開 され ました。言葉で言 うほど共同展示 は簡

単 な ものではあ りませ ん。逆に言 うと,民 族誌 を書 く時 も,僕 たちは勝手にイヌイッ

トの中に入って 「私 はこう思い ます」 って書いてるのが現実 です。それを対話 して民

族誌 を書け と言われたら,む ちゃ くちゃになって しまうおそれがあ ります。 そのかわ

り,一 人で書けば,責 任の所在 ははっき りしてるわけで しょう。間違ってるか もしれ

ないけ ど,「私はこう思 う。だか らこうい うふ うに したんだ」と言 える というメリッ ト

があ るん じゃないか と思い ます。

池谷　おっ しゃるとお りで,今 回,15人 の アーテ ィス トが いて,そ の うち売れ筋の3

人 ぐらいは海外 に出て展示 というものを知ってい る。 しか し,そ の他 の人は展示 とは

何 なのかがよ くわか らない。 しか も,そ れはどうい う人が見 に来るのかというような

ことも,口 では説明で きないと思 うんです。

　それ ともうひとつは,実 際今回,ア ーテ ィス トの作品 を使って販売用の カレンダー

をつ くった。 しか し彼 らは,カ レンダーを使 ってないんですね。そ うなると,カ レン

ダーに使 うとい うことも,ど うい うふうになるのか伝 えるのが難 しいのです。

川ロ　私はさっきレシプロシテ ィを制度的 にどう保障す るのか ということで 申し上 げ

ましたけれども,共 同展示の難 しさというの を,そ の ことにち ょっと関連 させ てお答

えさせ ていただいてよろ しいで しょうか。

　デ ィシジ ョン ・メーキ ングとい うのを最後は誰がす るか と言 うと,や っぱ り ・人が

するんです よね。何 を選ぶか とか,ど うや って展示す るか というの は。そ こに至 るま

でにさまざまな議i論はあ ると思います けれ ども。 したがって,あ らゆ る展示 というの

は私的なものである と私 自身は思 ってお ります。それ を公的である,パ ブ リックであ

る と語ってるだけだ と思 うんです ね。

　ではどうして レシプロシテ ィを確保す るか という問題です けれ ども,私 は少な くと

も次 の2つ は必要 だと思 うんです。

　ひとつ は,こ れは私の書いた文 章だか ら私に責任があるんだか ら,悪 かったら私 を

怒って くれ と,こ れが まずひ とつの 方法だ と思い ます。つま り,展 示 もまさ しくそ う

なんで,展 示の私(わ た くし)性 とい うものをはっきりと明示す ることだ と思 うんで

すね。 この展示 はブリテ ィッシュ ・ミュー ジアムの展示 となってい ます けれ ども,そ

れをや ったのは何の某 とい うキュレー ターがや りました。 したがって,私 の私的な メ

ッセー ジにす ぎません と,そ ういうことがひとつ必要条件としてある と思 うんです。
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　ただ,そ れだけでは十分条件が ないわけで,こ れは理想論ですが,展 示 された相手

に対 してやは り最終的には反論権,少 な くとも反論の場,あ るいは反論の機会,反 論

の メソッ ドというの を保 障 しなきゃいけないと思 うんです。

アイヌ展示をめ ぐって

池谷　確かに今の ス ミソニア ンの アイヌ展示 も民博 のアイヌ展示 も基本的 には似てい

ます。ア イヌの人が現地に行 って何 をしたかだと思い ます。

　ですか ら,今 の アイヌ展示 の枠組みの中で,「 共同」と口で は言っていて も,や は り

こち らのほ うの企画の枠組 みがあ って,そ の中で実際に参与 してつ くってもらった。

それが非常に政治的 にも意味が あった。ただ,そ れは代表性の問題はあった と思 うん

です。

岸上 　共同展示 というのはだめだ と言ってるん じゃな くて,や っぱ りやるべ きだ と思

うんです よ。で も,へ たする と,単 なる 言いわけにす ぎな くなって しまう。先住民 も

入って 緒 にやった じゃないか,だ か らいい じゃないか というふ うになって しまうと,

先 ほ どの序列化 じゃないですけ ど,そ れで終 わって しまう危険性 があるとい うことで

す。

佐 々木 　これは博物館,美 術館 の性格の問題でもあ るんですが,た とえば民博の よう

な非常 に長い時間の展示 を考えているところ,そ れか ら今回の特別展 のように比較 的

長期 間並べ ることがで きるところ と,私 ども博物館みたいに最低で1ヵ 月,長 くて も

半年でチ ェンジしなきゃいけない場合は,展 示 され る側 の参加 とい うのは職員 として

採 用 しない限 りまず不 可能なんですね。

　 私 どもの アイヌ展示 は2ヵ 月に一遍変えています。そのたびごとに旅 費を出 してネ

イテ ィブを呼んで展示の アイデアを聞いて,こ ういうコンセ プ トでいいか と相談する

ようなプ ログラムは100%で き ません。私 たちの ような博物館では,反 論の場 も含め

て ネイテ ィブの人に展示 に参加 して もらうこ とはまず不可能だろ うと考 えます。

　 ス ミソニアンにおいても,そ れか らこち らのアイヌモ シリ展についても,ア イヌの

人び との参加 を求めています。特 にス ミソニア ンの場合は,ネ イテ ィブが参加するか

しないか とい うのは非常 に重要な問題です。こちらのア イヌモ シリ展 の場合は,ネ イ

テ ィブの参加が絶対必要 だったか どうかは別 として,あ れは 「国際先住民年」 という

きわめて特別 な場 であった。 しか も,民 博が独 自にやったか らであって,同 じ時期 に

私 どもの博物館で も 「アイヌの一1二芸」 とい う展覧会をやってるんですが,こ れはアイ
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ヌの人びとの参加 を求 めてい ません。

　 あの時点では,日 本 はアイヌ問題 に関 しては非常 に微妙な時期 にあ りました。 とに

か く 「国際先住民年」 だか ら政府 として何かや らなければいけないけれ ども,そ れ に

積極的 に対応 したんだとい う立場 はとって もらいた くない ということだったんですね。

　 それか ら,私 どもの博物館の性格上,古 美術 ない し歴史的なもの とい う枠があ りま

すか ら,そ の範 囲 となると,ど うして も現代 の ものは捨象せ ざるを得ないわけですね。

そのせい もあって,ウ タリ協 会を含めて冷淡 な対応 しか して くれ なかったんですけれ

ども,し か し展示品 に関 しては,は っきり申 し上げて民博 よ りもレベルは高か っただ

ろうと思っています。

川 ロ　先ほ ど反論の場 とか反論の メソッ ドだとか反論の機 会を保障するべ きだ とい う

ことを申 し上 げま した。ただ,そ れはあ くまで も理想論 であ りまして,現 実 には きわ

めて難 しい と思い ます。

　 もうひ とつ 言うと,仮 に反論の場 を与 えて反論 して もらって も,今 度 は反論する側

の誰が反論す るのか という問題が出て くるわけですね。そ うする と,こ れは また,そ

の グループの中でいったい誰がその グループを代表できる権力 をもってい るか。

　 ただ,レ シプロシテ ィ,コ ラボ レー ションとい う意識 とい うのは,少 な くとも現場

にいた ら必要 なんだろうなとい うことは思い ます。

佐 々木 　さっきネイテ ィブのキュ レー ター を入れなければ とい うお話 を申し上げま し

たけれ ども,国 の博物館で アイヌの展示 にかかわるところでは,や は りア イヌの学芸

員を入れ なければいけない。それが必要 な時期が来てい ると思 うんですね。そのため

にアイヌの人び とに ミュー ジアム ・トレーニ ングをす るような場 とか,キ ュ レーター

として採用する場 を先 につ くっていか なければいけない と思 うんです。

岸上　 カナ ダ文明博物館 とい うのは,も ともとは民博みたいな研究組織だったんです。

いい研究者』がいて,調 査 をして,そ れ を展示す る。 ところが,あ る時代にカナダ文明

博物館は,移 民 の関係 もあるんですけ ど,運 営方針 を変え,こ の5年 の間に新 しく雇

ったキュ レー ター5人,全 部 ネイテ ィブです。 ネイテ ィブが修士号 とか学十号 を取 っ

て,キ ュ レー ターとい う職 名をもらってそこで働いています。そ うい う時期 に来てい

る。一一方,同 じ職場 にいる欧米系の研 究者は,学 問的ではな くなった と言 ってそ こを

去 ってい く人が多 くなって きた とい うのが現状だ と思 います。

窪田　オース トラリアのシ ドニー博物館 は,確 か2,3年 前 に大 きな展示替 えをした

んですが,そ れの展示企画 にはアボ リジニが直接 かかわって,ア ボ リジニがつ くった

展示 とい うので話題にな りま した。 しか し,こ れは私見ですけれ ども,展 示 として ま
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とま りがないとい う印象を受 けました。 それ までの展示のほ うが よかったなあ とい う

のが正直な ところです。 今の オー ス トラ リアの政治的な状況の中で,ア ボリジニ 自身

による文化展示であるか らOKだ ということのほうが,あ れは意味が大 きか ったので

はないか という気が しています。

大村 　展示の中で,そ こに展示 されているものが どのような人び との関わ り合いの中

か ら形成 されて きたのか,そ のプ ロセス自体 も展示す るとい うことが大事 なのではな

いで しょうか。実際に先住民の人び とと人類学者が一緒 に共同 して展示 をつ くる とい

うことだけで はな くて,そ こに展示 されるものが どのようなプ ロセスでそ こに展示 さ

れ るようになったのか という,も のが人びとの関わ り合 いの中で形成 されて意味づ け

られて きたプロセスが きちんと示 されることが重要なのではないか と思 います。つ ま

り,作 品の背後 には 「文化」 とい う統一体があ らか じめあ って,そ の 「文化」 とい う

統 ・体 を作 品とい う鏡を通 して見せ たい とい う発想がおか しいのではないか とい うこ

とです。作 品や 「文化」 とい うのは人び との かかわ りの産物 なのであ って,作 品や

「文化」 のそ うした生成のプロセ スがみ えるようにす ることが大事 なのではないか と

思い ます。

　先ほ どの 「発見の物語」に関係する ことのなのですが,「 発見」され るのは何 も 「プ

リ ミテ ィブ ・アー ト」 に限った ことではない と思います。西欧のモダ ン ・アー トに も

「発見の物語」 はある と思 います。で も,「 プ リミテ ィブ ・アー ト」の場合 には,「 発

見」 されるのは作品の背後 にあ るとされる 「文化」で あって,モ ダン ・アー トの場合

の ような,作 品が生成 された り,評 価 された りしてゆ く 「歴史」ではない。セザ ンヌ

などのモ ダン ・アー トの展覧会 をやれば,展 示のは じめか最後に必ず年表が掲 げ られ

ていて,こ の作家の画風が こう変わっていった とか,そ の背景にはこうした社 会 ・文

化 ・政治 ・経済的な背景があ るとい うこ とが示 されます。あるいは,生 前は評価 され

なか ったのに,次 第に評価 されてゆ くようになった経緯やその背 景,さ らには,作 品

や作家の歴 史的意味な どが書かれたパネルが展覧会のは じめにあった りする。つ ま り,

そ こには人び とが交差 してゆ くことによって駆動する 「歴史」があって,そ の中に作

晶が位置づ け られ,そ の 「歴 史」の中での作品の意味が問われているわけです。で も,

「プリ ミテ ィブ ・アー ト」の場合には,「 発見」 されるのは永遠 に凍結 した 「文化」で

あって,作 品や 「文化」が 人びとの交差の中で生成 してゆ くプロセスがすっか り欠け

落ちてい ます。おそ らく,こ の違いが美術館 と博物館の違いではないか と思 うのです

が,川 口先生,ど うお考えで しょうか。

川 口　確かに印象派に して も,そ の初期 にはまった く同 じではないですけれ ども似た
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ような逸話,つ まり,は じめは無視 されたけれ ども,そ の後状況が引っ繰 り返 った と

い う神話的 な語 りというの はな されてま して,プ リミティヴィズムだけの問題 ではな

くて,お そ ら くファイ ン ・アー トと目され る分野で も同 じようなことがたぶん連綿 と

積 み重ね られて きたんだと思い ます。

　 それか ら,ア ー ト・ギ ャラリー と博物館の違いということですけれ ども,ア ー ト ・

ミュー ジアムの中でも,や は り審美的 なもの と教育的 なもの と2つ に分かれてるわけ

ですね。いわゆるアー ト ・ギ ャラ リー とい うことで意味 されてい る審美的な路線の美

術館 とい うのは,20世 紀 に入ってか らの新 しい現象だ と思 うんです よ。ただ,審 美的

な路線の全盛 の時代 とい うのは,私 が見る限 りで は少な くとももう終わったと思って

お ります。

展示における レシプロシティ

吉田　美術館 と博物館の区別の中に,一 方はそ こに収 め られた ものの作者が個別名で

語 られて,　 一方は集団名で語 られて る。一一方 は時間 と変化の相 を強調 され,制 作年代

を付 したかたちで語 られて,　 一方の民族学博物館に収 め られた ものにはつ くられた年

代 も表示 されない。 この区別自体がやっぱ り問題だろ うと思い ます。

　それ と,こ れ まで議論が なされて ました共同作業,レ シプロシテ ィの問題ですけれ

ども,佐 々木 さんがおっ しゃった ように,博 物館 はそれぞれ背景 も口的 も機能 も違 う

とい うところがあ ります よね。だか ら,同 じレシプロシテ ィをすべ ての博 物館 に要求

する というの は,不 可能 な話だろ うと思 います。

　ただ,民 族学博物館 に限って 言うと,博 物館が明 らか にメデ ィアと して今使 われ は

じめているとい う問題が あるんですね。つ ま り,先 住民権の主張 の場 として使えるん

だ というふ うに先住民 の人た ち,あ るいはい ろんな民族の人たちが思い はじめた。そ

の中で従来の一方的な展示 に対する異議 申し立て というのが どんどん出て きている。

　その前提 に 、Zった時 に,今 までのように自分だけ責任 を取 ればいいとい うことも,

だ んだん許 されな くなって きている。

　 ところが,じ ゃあ,も う彼 らにやってもらった らいい じゃないか とい う話になった

時には,そ の民族の 自分た ちに よる自分 たちの表 象,つ ま り自文化の表象 とい う試み

が起 こって くるんですが,こ の場 合 も,ひ とつの民族の中は絶対均質ではあ りません

か ら,世 代だ とか,階 級だ とか,あ るいは性 別だ とか によっていろん な自文化 のイメ

ージというのがある
。その中の どれを取 ってひ とつの 文化の表象 とす るのか。 これ は
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決 まらないです よね。結局は,異 文化 を一方的にや ってた時の問題,文 化 を表象 でき

る権利 は誰 にあるのか とい うのは,異 文化問の問題か ら自文化内の差異の問題に置 き

替わっただけで,問 題 はまった く解決 しない。

　展示 にかかわる限 り,そ の問題 というのは絶対 に解決不可能なんだと思 うんです。

ただ,そ れ を前提 に して,じ ゃあ どうす るのか ということが問われてい る。その時 に,

少 な くとも文化の展示 とい うのが特 に民族学博物館の場合には異文化 とのかかわ りに

ある としたら,そ こに何かモデルを求め るとす れば,や っぱ り対話 しかないん じゃな

いか というのが私の基本的な考え方です。それは要す るに 自分たちが どれだけ既成の

観念に縛 られているか を常にチェ ック しなが ら相手 とかかわってい く。そ ういうもの

ですか ら,こ れか らの博物館 もその相手か らの反応 に基づいて自分の立場 というのを

もう 一度 修正 してい く。要するに,対 話 とい うのは,一 緒に話を して,同 じ時空 間に

いて,両 方が ちょっ とずつで もかかわってい く。 それ をモデルにす る以外にないん じ

ゃないかとい うことなんです。

　 そこでいう対話は,最 終 目的で もないです し,そ れがエ クスキュー ズに使われたら

それこそお しまいの話です。それはむ しろ出発点なんで.そ の状況 を前提 に して,い

ったい どういう展示がで きるのか というの を考えてい くしかない。

佐 々木 　ここで 番 私 たちが気をつけなきゃいけないのは,そ の対話に よってお墨付

きを得ることなんです よ。「誰それ さん と話 し合った結果,こ ういうコンセプ トがで き

たか ら」 ということになって しまった ら,展 示 として はまずいと思 うんですね。

吉田　私がエ クスキューズに使われた らお しまいだと言ったのは,そ うい うこ とです。

対話的な関係 をつ くってい くとい うのは,誰 それのお墨付 きをつ くった とい うことに

対する批判 とい うの も当然受け入れ られ る回路,そ れ によって修正で きる回路 という

の をずっ ともってお くとい うことで もあ ります。

　 こういう話 をする と,こ れか らの展示 は大変だ というふ うに思いが ちなんですが,

む しろ私はそれ を積極的 に使って,変 な言い方です けどエ ンジョイす る,そ ういう場

として展示 を考えるべ きだ し,私 自身はそ うい う立場で展示 というの を使ってみ たい

と思っています。そ うで ない と,苦 しくてやって られ ない と思 うんですね。む しろそ

れが展示 されている人たちとのかかわ りの場 になってい くような,そ うい うものとし

て展示を,博 物館 を使 えないか,と 思 うんですけど。

西尾　私はイスラム とかユ ダヤ関係 で将来展示 を したい と思ってい るのですが,逆 に

何 を言われるか とい うことが怖 いんです。向 こうが使 うメデ ィアのほ うがはるか に強

大で影響 力があ るんです。
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セッション4　 討論

吉田　それはわれわれ も一緒 です。だか ら,展 示する時 は,私 は常 に辞表片手です。

責任 を取 る というのは大前提です。 どこか らどうい う弾が飛んで くるかわか らない。

われわれ,本 を書いたってせ いぜい何千 のオー ダーです し,講 義 したって何百のオー

ダーだけ ど,展 示 した瞬間に何万,何 十万 とい う享受者の幅が広が って くる。その段

階で どうい う反応が来るかというのは予測で きない。 それは どんな社会 を対象に して

いて も同 じだと思い ます。

215


